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熊本県博物館ネットワークセンター
〒869-0524　熊本県宇城市松橋町豊福1695
TEL：0964-34-3301　FAX：0964-34-3302

○記載事項は2023年3月時点で各館から提供された情報に基づいています。
○休館日は、掲載されたもの以外に、年末年始や展示替え期間などの休館があります。
○料金は、企画展、特別展が別料金の場合があります。
○その他、詳しくは各館のホームページ等をご参照ください。
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※新型コロナウイルス等による休館の可能性があります。
　ホームページで確認してください。

南阿蘇ルナ天文台（２ページに紹介記事あり）
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　高精細の4Kプラネタリウムや高さ６ｍの巨大望遠鏡を備えた本格的な天文台である南阿蘇ルナ天文台では、他では味わ
えない体験を提供するため、特色あるお仕事をしています。
　2016年の熊本地震以降、天文台からのライブ配信構想を進めてき
ました。そして、天体映像を用いてのライブ配信を2018年にスタート、
2020年は新型コロナウイルスの感染拡大を契機に天文台からの配信
を本格的に前進させ、視聴者と音声通話やコメント、チャットを通じて
のコミュニケーションに重点を置いた配信を実施しています。
　また、これまでライブ配信や観察会を行ったことで、『コミュニケーシ
ョンを通して、様々な視点が交わることで新しい発見、学びが生まれる』
という知見が得られ、そこから始まったのが『バーチャル天文部』という
オンラインコミュニティです。コミュニティの中で通称『部員』と呼ばれ
る会員は掲示板でチャットをしたり、星のコンシェルジュ®た
ちの配信を楽しんだりすることができます。
　星空体験は人の生活の質を上げる効果があり、人生を豊
かにするものと考えています。時代とともに、星や宇宙を楽
しむ継続可能かつ多様な方法が生まれています。
　私たちは、時間と空間、人格を越えて、星空体験を楽しめ
るようになりつつあり、その可能性にワクワクしてほしいで
す。「あなたの日常に星空を」というテーマで新たな取り組
みを開発していきたいと考えています。

　「鰐口」とは、お寺やお堂の正面の軒下や仏像の前に吊り下げら
れた金属製の仏具です。その形態が鰐の口に似ていることから一
般に「鰐口」と呼ばれています。「鰐」とは、「フカ（サメ）」のこ
とを指しています。役割は「霊揺 ( たまゆすり )」、ガランガランと
打ち鳴らして仏さまに来意を伝えるインターホンのようなものです。
　この鰐口は、山江村の瑞光寺跡阿弥陀堂に掛けてありました。「奉
寄進清源山瑞光寺阿弥陀如来願主」「高橋藤嶋鬼塚于時天文十二
年癸卯八月十五日敬白」と印刻された銘文がみられます。天文１

２年（１５４３年）に造られ、ずっとこのお堂に掛け
られていました。
　人吉球磨は中世に造られた鰐口が数多く残存してい
る所です。しかし、その多くは他所から持ち込まれた
鰐口です。まったく移動していない瑞光寺跡阿弥陀堂
の鰐口は珍しいものです。
画像：山江村指定有形文化財（銅鋳造、片面交代式、
総幅２１.５㎝）

リデル、ライト両女史記念館 期間：2023年4月2日（日）～12月24日（日）

　ハンナ・リデルは１９０７年に北米へ回春病院（ハンセン病院）の
資金を求めて旅行しました。ニューヨークの滞在先からマーク・ト
ウェインへ出したリデルの自筆のレターが、昨年１１５年ぶりに発
見されました。2023年の企画展では、マーク・トウェインへのレ
ターや北米でのハンセン病啓発活動について展示します。また、
リデルが日本を出発する前に、大隈重信へアメリカの有力者の紹
介を依頼した手紙やマーク・トウェインの故郷ハートフォードでの
講演会の新聞記事など、アメリカの資料、旅行後の回春病院の発
展の歴史もご覧いただきたいと思います。

期間：2023年1月28日（土）～5月21日（日）

企画展「はにわの国　祀り・奉り・祭り」
　熊本県立装飾古墳館では令和５年（２０２３年）１月２８日（土）から５月２１日（日）の期間に企
画展「はにわの国　祀(まつ)り・奉(まつ)り・祭(まつ)り」を開催します。古墳時代を代表する
ものである埴輪は家、人、馬などを粘土で形作り、素焼きで焼き上げています。
　一般的には、人物埴輪や馬形埴輪が良く知られていますが、これらの埴輪は古墳でどのよ
うに使われていたのでしょうか。埴輪のひとつ、円筒埴輪にそのヒントが隠されています。
　今回の展示では、埴輪の歴史について分かりやすくご紹介します。主な展示としては山鹿
市にあるチブサン古墳出土円筒埴輪や和水町虚空蔵塚（こくんぞうづか）古墳出土人物埴
輪、氷川町端ノ城古墳出土鶏形埴輪など、県内から出土した埴輪など２４点になります。

期間：2023年７月14日（金）～8月27日（日）

令和５年度夏季特別展覧会「かたちのヒミツ～仕事の道具～」（仮）
　夏季特別展覧会は、夏休み中の子どもたちにも親しみやすいテーマで開催してい
ます。今回は昔の道具の「かたち」に注目します。
　昔の人たちが生活の中で作り出してきた道具には、使う目的に合わせたさまざま
な知恵や工夫がつまっています。なにげなく付けられているような部品や持ち手の角
度、全体のデザインなど、それぞれのかたちにはしっかりとワケがあるのです。本展覧
会では特に、八代の農業・漁業・林業の中で使われていた道具に注目し、そこに秘めら
れたかたちのヒミツを紹介します。
　展示室には実際に道具を触ることができる体験コーナーも設ける予定です。じっく
り見て触れて、昔の道具のかたちに隠れたヒミツを解き明かしてみてください。

見見どころどころ
紹介紹介

博物館のお仕事

　山江村歴史民俗資料館は、平成１１年（1999年）１１月１１日に開館しました。
山江村の歴史と民俗を紹介しています。歴史コーナーでは、縄文遺跡、山田
城、高城、山田大王神社の歴史史料や村内仏堂寄託の仏像、鰐口、西南の役
に関する史料を展示しています。民俗コーナーでは麻の栽培道具や数多くの
農具民具、隠れ念仏コーナーでは、一向宗（真宗）禁制の史料展示や（山田村
の伝助と隠れ念仏）をビデオで分かりやすく紹介しています。

施設紹介 山江村歴史民俗資料館

施設紹介

行って
みよ

うか！

開館時間：午前9時30分～午後5時15分（入館は午後4時45分まで）　休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）
入館料：大人430円（300円）大学生260円（180円）高校生以下無料　※(　)は20名以上団体料金

開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）　休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）
入館料：一般400円（320円)、高大生300円（240円)、中学生以下は無料　※(　)は20名以上団体料金

開館時間：午前9時30分～午後4時30分　休館日：月曜日　入館料無料

ハンナ・リデルのマーク・トウェインへの「The LETEER展」～北米への旅～

所　在　地　　球磨郡山江村大字山田甲1360
TEL / FAX   　0966-23-3665
開 館 時 間　　10:00～17:00（入場16：30まで）
休　館　日　　月曜日、祝日（企画展開催中は開館）、12/28～1/4
入　館　料　　一般200円（団体20名以上150円）高校生以下無料

南阿蘇ルナ天文台
所　在　地　　熊本県阿蘇郡南阿蘇村白川１８１０
T 　 E 　 L   　0967-62-3006
予約制のため、開館時間、休館日はお問い合わせください。

瑞光寺跡阿弥陀堂の鰐口

天文台からのライブ配信、バーチャル天文部

熊本県立装飾古墳館

八代市立博物館

MID O KO R O
SH O - K A I

コレクション紹介

　南阿蘇ルナ天文台は、阿蘇くじゅう国立公園内にあり、九州最大級
の望遠鏡がある天文台、デジタル式プラネタリウム、原っぱに寝転
んで星空を見上げる『星見ヶ原』などがある公開天文台です。そこで
行われる『星空体験ツアー』ではキャラの濃い『星のコンシェルジュ
®』が星空をご案内しています。

リデルのマーク・トウェインへのレター
画像提供：

Mark Twain Papers

マーク・トウェイン
画像提供：

Mark Twain Papers

和水町虚空蔵塚古墳 出土人物埴輪（巫女）

くわ２種類
（どんなかたちの特徴があるかな？）

まつ まつ まつ

ずいこうじあと あみだどう わにぐち

未来の森ミュージアム
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　高精細の4Kプラネタリウムや高さ６ｍの巨大望遠鏡を備えた本格的な天文台である南阿蘇ルナ天文台では、他では味わ
えない体験を提供するため、特色あるお仕事をしています。
　2016年の熊本地震以降、天文台からのライブ配信構想を進めてき
ました。そして、天体映像を用いてのライブ配信を2018年にスタート、
2020年は新型コロナウイルスの感染拡大を契機に天文台からの配信
を本格的に前進させ、視聴者と音声通話やコメント、チャットを通じて
のコミュニケーションに重点を置いた配信を実施しています。
　また、これまでライブ配信や観察会を行ったことで、『コミュニケーシ
ョンを通して、様々な視点が交わることで新しい発見、学びが生まれる』
という知見が得られ、そこから始まったのが『バーチャル天文部』という
オンラインコミュニティです。コミュニティの中で通称『部員』と呼ばれ
る会員は掲示板でチャットをしたり、星のコンシェルジュ®た
ちの配信を楽しんだりすることができます。
　星空体験は人の生活の質を上げる効果があり、人生を豊
かにするものと考えています。時代とともに、星や宇宙を楽
しむ継続可能かつ多様な方法が生まれています。
　私たちは、時間と空間、人格を越えて、星空体験を楽しめ
るようになりつつあり、その可能性にワクワクしてほしいで
す。「あなたの日常に星空を」というテーマで新たな取り組
みを開発していきたいと考えています。

　「鰐口」とは、お寺やお堂の正面の軒下や仏像の前に吊り下げら
れた金属製の仏具です。その形態が鰐の口に似ていることから一
般に「鰐口」と呼ばれています。「鰐」とは、「フカ（サメ）」のこ
とを指しています。役割は「霊揺 ( たまゆすり )」、ガランガランと
打ち鳴らして仏さまに来意を伝えるインターホンのようなものです。
　この鰐口は、山江村の瑞光寺跡阿弥陀堂に掛けてありました。「奉
寄進清源山瑞光寺阿弥陀如来願主」「高橋藤嶋鬼塚于時天文十二
年癸卯八月十五日敬白」と印刻された銘文がみられます。天文１

２年（１５４３年）に造られ、ずっとこのお堂に掛け
られていました。
　人吉球磨は中世に造られた鰐口が数多く残存してい
る所です。しかし、その多くは他所から持ち込まれた
鰐口です。まったく移動していない瑞光寺跡阿弥陀堂
の鰐口は珍しいものです。
画像：山江村指定有形文化財（銅鋳造、片面交代式、
総幅２１.５㎝）

リデル、ライト両女史記念館 期間：2023年4月2日（日）～12月24日（日）

　ハンナ・リデルは１９０７年に北米へ回春病院（ハンセン病院）の
資金を求めて旅行しました。ニューヨークの滞在先からマーク・ト
ウェインへ出したリデルの自筆のレターが、昨年１１５年ぶりに発
見されました。2023年の企画展では、マーク・トウェインへのレ
ターや北米でのハンセン病啓発活動について展示します。また、
リデルが日本を出発する前に、大隈重信へアメリカの有力者の紹
介を依頼した手紙やマーク・トウェインの故郷ハートフォードでの
講演会の新聞記事など、アメリカの資料、旅行後の回春病院の発
展の歴史もご覧いただきたいと思います。

期間：2023年1月28日（土）～5月21日（日）

企画展「はにわの国　祀り・奉り・祭り」
　熊本県立装飾古墳館では令和５年（２０２３年）１月２８日（土）から５月２１日（日）の期間に企
画展「はにわの国　祀(まつ)り・奉(まつ)り・祭(まつ)り」を開催します。古墳時代を代表する
ものである埴輪は家、人、馬などを粘土で形作り、素焼きで焼き上げています。
　一般的には、人物埴輪や馬形埴輪が良く知られていますが、これらの埴輪は古墳でどのよ
うに使われていたのでしょうか。埴輪のひとつ、円筒埴輪にそのヒントが隠されています。
　今回の展示では、埴輪の歴史について分かりやすくご紹介します。主な展示としては山鹿
市にあるチブサン古墳出土円筒埴輪や和水町虚空蔵塚（こくんぞうづか）古墳出土人物埴
輪、氷川町端ノ城古墳出土鶏形埴輪など、県内から出土した埴輪など２４点になります。

期間：2023年７月14日（金）～8月27日（日）

令和５年度夏季特別展覧会「かたちのヒミツ～仕事の道具～」（仮）
　夏季特別展覧会は、夏休み中の子どもたちにも親しみやすいテーマで開催してい
ます。今回は昔の道具の「かたち」に注目します。
　昔の人たちが生活の中で作り出してきた道具には、使う目的に合わせたさまざま
な知恵や工夫がつまっています。なにげなく付けられているような部品や持ち手の角
度、全体のデザインなど、それぞれのかたちにはしっかりとワケがあるのです。本展覧
会では特に、八代の農業・漁業・林業の中で使われていた道具に注目し、そこに秘めら
れたかたちのヒミツを紹介します。
　展示室には実際に道具を触ることができる体験コーナーも設ける予定です。じっく
り見て触れて、昔の道具のかたちに隠れたヒミツを解き明かしてみてください。

見見どころどころ
紹介紹介

博物館のお仕事

　山江村歴史民俗資料館は、平成１１年（1999年）１１月１１日に開館しました。
山江村の歴史と民俗を紹介しています。歴史コーナーでは、縄文遺跡、山田
城、高城、山田大王神社の歴史史料や村内仏堂寄託の仏像、鰐口、西南の役
に関する史料を展示しています。民俗コーナーでは麻の栽培道具や数多くの
農具民具、隠れ念仏コーナーでは、一向宗（真宗）禁制の史料展示や（山田村
の伝助と隠れ念仏）をビデオで分かりやすく紹介しています。

施設紹介 山江村歴史民俗資料館

施設紹介

行って
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うか！

開館時間：午前9時30分～午後5時15分（入館は午後4時45分まで）　休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）
入館料：大人430円（300円）大学生260円（180円）高校生以下無料　※(　)は20名以上団体料金

開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）　休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）
入館料：一般400円（320円)、高大生300円（240円)、中学生以下は無料　※(　)は20名以上団体料金

開館時間：午前9時30分～午後4時30分　休館日：月曜日　入館料無料

ハンナ・リデルのマーク・トウェインへの「The LETEER展」～北米への旅～

所　在　地　　球磨郡山江村大字山田甲1360
TEL / FAX   　0966-23-3665
開 館 時 間　　10:00～17:00（入場16：30まで）
休　館　日　　月曜日、祝日（企画展開催中は開館）、12/28～1/4
入　館　料　　一般200円（団体20名以上150円）高校生以下無料

南阿蘇ルナ天文台
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瑞光寺跡阿弥陀堂の鰐口

天文台からのライブ配信、バーチャル天文部
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八代市立博物館

MID O KO R O
SH O - K A I

コレクション紹介
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リデルのマーク・トウェインへのレター
画像提供：

Mark Twain Papers

マーク・トウェイン
画像提供：

Mark Twain Papers

和水町虚空蔵塚古墳 出土人物埴輪（巫女）

くわ２種類
（どんなかたちの特徴があるかな？）

まつ まつ まつ

ずいこうじあと あみだどう わにぐち

未来の森ミュージアム
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天草ロザリオ館

天草ロザリオ館
〒863-2801 熊本県天草市天草町大江1749
TEL 0969-42-5259
開館時間　8:30～17:00（入館は16:30まで）
休 館 日　毎週水曜日（祝日の場合は翌平日）、12/30～1/1
入 館 料　大人３００円、高校生２００円、小・中学生１５０円
　　　　　団体（２０名以上）は２割引き
周遊観覧券　大人６００円、高校生４００円、小・中学生３００円※７日間有効

　天草ロザリオ館がある天草市天草町大江地区は、世界文化遺産となっ
た﨑津地区や今富地区などとともに、島原・天草一揆で全滅したと思われ
ていたキリシタンが１６０年余りを経て多数発見された潜伏キリシタンの
里です。
　１６１４年にキリシタン禁制が発令されて以来、明治時代に禁制が解かれ
るまでのおよそ３００年間、信者たちは密かに信仰を守り続けてきました。
キリシタン禁制の解禁後、この地に教会（旧大江教会）が建てられ、キリシ
タン復活の中心地となりました。また、昭和７年には天草への伝道に生涯
を捧げたガルニエ神父が地元住民と協力して白亜の教会（現大江教会）を建立し、現在でも信仰が守り続けられています。
　天草ロザリオ館では、潜伏キリシタンの歴史や文化に関する資料を数多く展示し、キリシタンの里・大江に伝わる信仰と弾
圧の歴史を詳しく紹介しています。

熊本市現代美術館

　熊本市現代美術館は、熊本市中心市街地の複合ビル3階に2002年10月にオープンした美術館です。多彩な企画展（有
料）をおこなうメインのギャラリー以外はすべて無料で利用できます。国際的に活躍する草間彌生、宮島達男、などによる
アートワークが鑑賞でき、無料の展覧会も常時開催しています。フ
リースペースには、ジェームズ・タレルの光の天蓋、マリーナ・アブラ
モヴィッチのベッドつきの本棚など、アートに囲まれながら美術書か
ら漫画まで、様々なジャンルの書籍を自由に閲覧することができる
ホームギャラリーや、おしゃれグッズの揃うミュージアムショップ、親
子で遊べる遊具や絵本が充実する子育てひろばがあります。その他、
午後7時からはピアノ・ボランティアによる生演奏、毎週月曜に映画を
無料上映する月曜ロードショーなど、気軽に楽しめるイベントも多数
あり、市民の憩いの場となっています。

トピックス

今後の予定

おすすめの収蔵品

常設展示

概要・特徴概要・特徴について

　2022年秋、熊本市現代美術館は「ART LAB MARKET（アートラボマーケット）」（コミュ
ニケーションスペース＆ショップ）と「ホームギャラリー」（図書室）をリニューアルオープンし
ました。
　2021年6月に館長に就任したアーティストの日比野克彦は、街のまん中にある熊本市
現代美術館の中に、街と展覧会場の延長線上となるスペースをつくることが、熊本のまち
や人にとって大切であると考えました。この「ART LAB MARKET」は、街、文化、アートが混
ざり合い、人々が自然と集うことができるような場所をめざしています。ふらりと訪れて
ワークショップやイベントに参加したり、ショッピングを楽しんだり、たまたま出会った人と
おしゃべりをしたり、誰かのアイデアを知って刺激を受けたり。ここでさまざまなことが起こ
り、現在進行形で変化していく様を楽しんでいただきたいと思っています。
　また、「ホームギャラリー」（図書室）は、開館時から当館の「顔」を担ってきた場所です。
6000冊の本に囲まれたこの場所は、2002年の開館以来、さまざまな人が訪れ、それぞれ
の目的で過ごしてきました。このホームギャラリーに設置している椅子や机といった什器も、今回の開館20周年にあたり、
リニューアルを行いました。

熊本市現代美術館
〒860-0845 熊本市中央区上通町2-3
TEL 096-278-7500
開館時間　10:00～20:00（有料企画展の入場は19:30まで）
休 館 日　火曜日(ただし火曜が祝日の場合は翌平日休館)、年末年始
入 場 料　無料（企画展は有料） 天草コレジヨ館 﨑津資料館みなと屋

天草ロザリオ館 天草キリシタン館

キリシタン禁制遺物

天草ロザリオ館の館内

マリーナ・アブラモヴィッチ《Library for Human Use》2002年
 ©Marina Abramović、熊本市現代美術館

ジェームズ・タレル《MILK RUN SKY》2002年、熊本市現代美術館

　キリスト教の禁教期に、潜伏キリシタンたちが使用していたとされる信心具や、人目
を避け密かに祈りを捧げていたかくれ部屋の復元、潜伏キリシタンにまつわる古文書
などを展示しています。中でも、経消しの壺・メダイ・鏡などの「キリシタン禁制遺物」は、
真実性の高い信心具として熊本県の重要文化財に指定されており必見です。また、大
江の歴史や特徴などを分かりやすく紹介する映像も大型スクリーンで放映しています。

　潜伏キリシタンが、葬儀の際のお経を閉じ込めるために使用したとされる「経消しの壺」です。禁教期、潜伏キリシタンたち
は葬儀を仏式で行わなければならなかったため、仏僧のお経を壺に閉じ込め、ひっそりとオラショ（祈り）を唱えながら死者を
送っていました。
　経消しの壺の展示スペース前には、復元したかくれ部屋も設置しており、当時の信仰の様子を感じることができます。

　天草市には、天草ロザリオ館などキリシタン関連の資料館が４館あり、
すべての館をお得に巡ることができる周遊観覧券を販売しています。
　今年は、天草の﨑津集落が「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺
産」として世界文化遺産に登録されて５周年を迎えます。この機会に、周遊
観覧券を使って天草のキリシタン史を学んでみませんか。皆様のご来館
をお待ちしています。

メッセージ

　リニューアルにあたっては、クラウドファンディングを行い、多くの方からご寄付をいただきました。市民の皆さまと一緒に
リニューアルした熊本市現代美術館。これからも市民とともに熊本の街を盛り上げていきたいと思います。
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発行／

熊本県博物館ネットワークセンター
〒869-0524　熊本県宇城市松橋町豊福1695
TEL：0964-34-3301　FAX：0964-34-3302

○記載事項は2023年3月時点で各館から提供された情報に基づいています。
○休館日は、掲載されたもの以外に、年末年始や展示替え期間などの休館があります。
○料金は、企画展、特別展が別料金の場合があります。
○その他、詳しくは各館のホームページ等をご参照ください。
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熊本県博物館情報誌
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リデル、ライト両女史記念館
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八代市立博物館　未来の森ミュージアム

［コレクション紹介］
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［博物館のお仕事］
南阿蘇ルナ天文台

［博物館紹介］
熊本市現代美術館
天草ロザリオ館
※新型コロナウイルス等による休館の可能性があります。
　ホームページで確認してください。
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